
一橋論叢 第93巻 第与号（100）

資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
操
作
可
能
性

序

　
我
々
は
通
常
、
あ
る
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
効
率
性
等
に
つ

い
て
議
諭
す
る
際
、
す
ぺ
て
の
経
済
主
体
は
そ
の
資
源
配
分
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
行
動
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
を
前
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
公
共
財
経
済
に
お
け
る
フ
リ
ー
ラ
イ
タ

ー
問
題
が
サ
ミ
ュ
ェ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
の
を
契
機
と

し
て
、
そ
の
大
前
提
に
対
す
る
疑
間
が
近
年
に
な
っ
て
盛
ん
に
投

げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
源
配
分
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
経
済
的
環
境
　
　
消
費
者
の
選
好
、
初
期
保
有
量
、
生
産

可
能
性
等
－
に
対
し
て
あ
る
配
分
を
対
応
さ
せ
る
一
つ
の
対
応

関
係
と
し
て
み
る
時
、
こ
の
経
済
的
環
境
を
構
成
す
る
各
経
済
主

体
の
特
性
が
各
経
済
主
体
に
分
散
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
私
的
な

坪
　
　
沼

秀
　
　
昌

情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々
は
各
経
済
主
体
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

各
経
済
主
体
の
特
性
の
報
告
を
戦
略
と
す
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム
的
な

状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
一
一
の
よ

う
な
考
え
方
は
｝
弓
三
S
ω
に
よ
っ
て
最
初
に
理
論
的
に
定
式

化
さ
れ
た
。
彼
は
真
の
特
性
の
表
明
が
ド
、
・
、
ナ
ン
ト
均
衡
と
な
る

よ
う
な
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
．
コ
ン
パ
テ

ィ
ブ
ル
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
名
付
け
、
私
的
財
経
済
に
お
い
て
バ
レ

L
ト
最
適
か
つ
個
別
合
理
的
、
す
な
わ
ち
、
す
ぺ
て
の
経
済
主
体

を
初
期
状
態
よ
り
も
良
く
す
る
よ
う
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
パ
テ
ィ
ブ
ル
な
も
の
は
存
在
し
な
い
こ
と
を

示
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
研
究
分
野
は
急
遠
に
多
様
な
展
開
を
み

せ
、
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る
要
求

を
弱
め
る
か
、
あ
る
い
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
．
コ
ン
バ
テ
イ
ブ
ル
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（101）資源配分メカニズムの操作可能佳

の
条
件
を
よ
り
弱
い
均
衡
概
念
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
二
と
に
よ

り
、
様
々
な
可
能
性
及
び
不
可
能
性
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
本
論
文
に
お
い
て
は
、
あ
る
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
与
え
ら

れ
た
と
き
、
そ
の
下
で
の
上
に
述
べ
た
よ
う
な
各
経
済
主
体
の
特

性
の
報
告
を
戦
略
と
す
る
ゲ
ー
ム
を
考
え
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
均
衡

に
お
い
て
い
か
な
る
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
る
の
か
を
考

察
す
る
。
な
お
本
論
文
に
お
い
て
は
経
済
主
体
の
特
性
の
う
ち
、

消
費
者
の
選
好
の
み
を
他
の
経
済
主
体
に
観
察
不
可
能
な
私
的
情

報
と
し
て
取
り
上
げ
、
上
で
述
べ
た
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
選
好
歪
曲

ゲ
ー
ム
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
節
に
お
い

て
問
題
の
一
般
的
定
式
化
と
い
く
つ
か
の
定
義
及
び
記
号
を
述
べ
、

第
三
節
に
お
い
て
は
、
私
的
財
の
み
の
純
粋
交
換
経
済
を
考
え
、

特
に
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
着
目
し
、
そ
こ
で
の
選
好
歪
曲
ゲ

ー
ム
の
均
衡
に
お
い
て
い
か
な
る
配
分
が
実
現
さ
れ
る
か
を
考
察

し
、
第
四
節
に
お
い
て
は
公
共
財
経
済
を
取
り
上
げ
、
バ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
は
公
平
な
配
分
を
要
求
し
、
公
平
な
配
分
を
目
的

と
し
て
設
計
さ
れ
た
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
の
選
好
歪
曲

ゲ
ー
ム
の
均
衡
に
お
い
て
実
際
に
公
平
な
配
分
が
実
現
さ
れ
得
る

の
か
否
か
を
検
討
す
る
。

　
　
　
一
一
記
号
と
定
義

　
我
々
は
肌
人
の
消
費
者
か
ら
成
る
経
済
を
考
え
、
経
済
は
次
の

要
素
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
消
費
者

．
也
の
消
費
集
合
乃
、
初
期
保
有
量
§
＾
ト
、
選
好
関
係
助
、
及

ぴ
経
済
全
体
の
生
産
可
能
性
集
合
z
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
見
を
消

費
者
．
旭
の
可
能
な
選
好
関
係
の
集
合
と
し
、
E
で
可
能
な
経
済
金

体
の
集
合
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
ム
、
吻
、

鬼
、
z
は
共
通
の
知
識
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
さ
ら
に
我
々
は
以

下
で
は
次
の
よ
う
に
特
定
化
さ
れ
た
経
済
0
6
を
現
実
の
経
済
と
し

て
前
提
す
る
。

　
　
㌔
“
〈
（
お
一
昂
㌔
一
§
｛
）
＾
1
1
－
一
…
…
…
、
V
＾
肉

　
上
の
仮
定
の
下
で
、
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
経
済
の
共
通
の

知
識
で
あ
る
特
性
を
固
定
し
て
、
消
費
者
の
可
能
な
特
性
の
集
合

の
直
積
亀
一
や
×
…
…
×
亀
目
か
ら
消
費
集
合
の
直
横
k
1
－
き

×
…
…
×
ト
ヘ
の
対
応
ψ
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
一
つ
の
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
¢
が
与
え
ら
れ
る
と
我
々
は
次

の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
θ
に
直
面
す
る
。

　
　
Q
H
（
（
§
一
き
o
）
亘
一
…
：
・
三
一
s
）

こ
こ
で
、
θ
を
鬼
を
消
費
者
4
の
戦
略
集
合
、
き
。
＾
ぎ
を
消
費
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一橋論叢第93巻第5号（102）

者
｛
の
真
の
選
好
、
φ
を
結
果
関
数
と
す
る
ゲ
ー
ム
と
み
な
し
た

い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
φ
は
対
応
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
考

え
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
は
通
常
の
ゲ
ー
ム
と
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
θ
に
お
け
る
適
切
な
均
衡
概
念
を
新
た
に
定
義

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
通
常
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

オ
與
争
均
衡
の
概
念
。
を
拡
張
し
た
も
の
が
O
冨
三
、
望
o
；
固
目
⑱
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

ω
o
σ
巴
9
〕
一
ヨ
さ
昌
m
昌
1
1
等
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

れ
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

＾
1
）

定
義

　
（
由
。
ら
。
）
＾
め
X
k
は
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
選
好
歪
曲
ゲ

ー
ム
G
の
峯
鶉
｝
均
衡
。

（
｛
）
　
自
。
仙
s
（
弟
．
）

（
e
　
§
。
事
o
§
　
h
O
『
＜
き
m
お
き
串
目
O
〈
辱
m
§
（
専
一
亀
よ
．
）

こ
こ
で
、
亀
．
1
1
（
亀
－
．
一
…
・
・
’
亀
畠
、
）
－
白
、
1
－
（
き
、
－
：
：
：
－
汽
冒
。
）
－
お

“
寧
×
…
…
X
ぎ
＼
1
ー
ト
×
…
…
×
お
一
射
よ
、
1
－
（
争
。
∴
－
…
一

専
■
一
。
一
き
二
．
一
…
…
一
宰
。
）
で
、
軌
は
ミ
。
を
第
、
也
座
標
へ
の

射
影
と
し
て
、
s
、
ミ
、
s
。

こ
の
定
義
に
お
い
て
、
ω
は
配
分
ホ
”
が
選
好
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が

の
も
と
で
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
⑫
に
よ
っ
て
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
㈹
は
消
費
者
｛
が
他
の
消
費
者
の
選
好
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

‡㌻
所
与
と
し
て
ふ
以
外
の
選
覧
を
報
告
し
た
と
き
、
乏

よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
配
分
が
自
分
に
最
も
有
利
に
な
ろ
う
と
も
、
、

な
お
〃
を
報
告
し
て
配
分
．
”
が
達
成
さ
れ
た
場
合
よ
り
も
高
い
効

用
水
準
を
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。

三

競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
本
節
に
お
い
て
は
私
的
財
が
z
個
存
在
す
る
純
粋
交
換
経
済
を

考
察
の
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
お
n
お
。
“
§
V
o
㌧
n
i
：

…
る
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、
遭
∩
ぎ
を
完
全
、
弱
単
調
的
（
§

博
＾
昏
、
も
1
V
ミ
H
v
臼
き
僅
）
一
凸
か
つ
連
続
な
肌
上
の
選
好
擬
順
序

の
集
含
と
し
、
i
至
ト
頁
サ
÷
襲
間
と
す

る
。　

各
価
格
烹
」
に
対
し
て
消
費
者
．
也
の
予
算
集
合
を

　
　
車
（
お
）
1
1
す
m
き
百
ε
帆
勺
・
§
｝

で
表
わ
す
と
、
消
費
者
4
の
選
好
ぎ
m
ぎ
に
対
し
て
需
要
対
応

　
　
州
一
（
・
一
卸
）
一
」
↓
お

は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
＾
」
に
対
し
て
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（103）　資源配分メカニズムの操作可能性

　
　
少
（
ミ
き
）
1
1
｛
臼
m
車
（
、
）
マ
き
ぷ
δ
『
＜
ぶ
m
無
（
も
）
－

　
以
上
の
準
備
の
下
で
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
ミ
s
－
－
・
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
m
ぬ
に
対
し
て

奏
一
⊥
宗
土
必
畝
肋
ξ
簑
享
・

、
。
警
（
烹
ξ
一
峯
工
－
・
・
三

　
我
々
は
以
下
で
こ
の
競
争
価
樒
メ
カ
ニ
ズ
ム
w
の
下
で
の
選
好

歪
曲
ゲ
ー
ム
Q
ミ
ー
－
（
（
斜
一
事
o
）
一
1
1
ど
…
…
3
ミ
）
を
考
え
る
。

　
ま
ず
、
前
節
で
定
義
し
た
老
凹
旨
均
衡
の
下
で
は
ゲ
ー
ム
〆
に

お
け
る
宅
霧
『
均
衡
配
分
の
特
徴
付
け
が
9
彗
轟
巨
＝
彗
8
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

定
理
（
○
冨
目
｛
－
ω
巨
＝
竃
口
〕
）

ω
昌
。
“
（
き
、
一
…
…
一
§
冒
、
）
＾
ミ
（
お
。
）
は
ゲ
ー
ム
Ω
ミ
H
（
（
副
ま

き
。
）
｛
■
一
…
…
一
ミ
）
の
乞
霧
ブ
均
衡
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
（
由
讐
も
、
）
が
〆
の
オ
蕩
ブ
均
衡
と
な
る
よ
う
な
選
好

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
射
。
…
Q
き
、
一
…
…
一
タ
、
）
m
副
が
存
在
す
る
。

ω
　
初
期
配
分
ε
1
1
（
S
■
…
・
S
ヨ
）
は
ゲ
ー
ム
〆
の
老
畠
プ
均

衡
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
鼻
s
）
が
〆
の
オ
鶉
プ
均

衡
と
な
る
よ
う
な
虹
＾
曲
が
存
在
す
る
。

〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

帽
　
事
u
N
と
し
、
凧
を
強
単
調
（
亀
ら
m
昂
㌔
ら
1
V
S
冒
十
博
↓

（
豊
些
。
博
）
・
か
っ
」
（
買
＾
。
萬
）
）
な
選
好
と
す
る
。
こ
の
と
き
．
”
は

台
、
m
■
臼
．
の
と
き
そ
し
て
そ
の
と
き
に
の
み
ゲ
ー
ム
Q
ミ
…
（
（
細
＄

き
百
）
｛
1
ー
ポ
…
…
一
§
ミ
）
の
岩
豊
｝
均
衡
。

　
こ
こ
で

　
　
■
蓼
1
1
卜
）
』

　
　
』
1
1
す
＾
旦
5
＋
害
1
－
ε
十
ε
｝

　
　
卜
1
1
㌧
×
㌧

　
　
卜
甘
1
－
［
ぎ
｛
十
（
－
－
㌧
）
皇
喜
血
壷
（
ぎ
き
目
ざ
w
と
し
＾
［
P
H
］
］

　
こ
の
定
理
よ
り
、
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
の
老
霊
｝
均

衡
に
お
い
て
は
真
の
選
好
に
対
応
す
る
競
争
価
格
均
衡
も
達
成
さ

れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
非
効
率
的
な
配
分
も
達
成
さ
れ
得
る
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
⑭
よ
り
初
期
配
分
も
2
蕩
庁
均
衡
と
し

て
実
現
さ
れ
、
㈹
よ
り
消
費
者
が
二
人
の
場
合
に
は
二
人
の
オ
フ

ァ
ー
力
ー
ブ
に
囲
ま
れ
た
部
分
に
属
す
る
配
分
は
す
べ
て
易
竃
巨

均
衡
と
し
て
実
現
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
老
豊
ブ
均
衡
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
我
々
が
考
察
し
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て
い
る
間
題
の
枠
組
の
中
で
果
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
通
常

4
竃
チ
均
衡
概
念
を
正
当
化
す
る
理
由
付
け
と
し
て
二
つ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
る
時
点
に
お

い
て
完
全
情
報
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
峯
蕩
ず

均
衡
を
あ
る
調
整
プ
ロ
セ
ス
ρ
均
衡
点
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
で

あ
る
。
第
一
の
理
由
付
け
を
正
当
化
す
る
議
論
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
も
し
す
ぺ
て
の
経
済
主
体
の
特
性
を
中
央
の
経
済
計

画
当
局
者
も
知
っ
て
い
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
最
適
な
配

分
を
実
現
で
き
る
。
し
か
し
、
民
主
的
な
杜
会
に
お
い
て
は
資
源

配
分
ル
ー
ル
は
個
々
の
経
済
主
体
の
特
性
が
知
ら
れ
る
前
に
あ
ら

か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
我
々
は
そ

の
配
分
ル
ー
ル
と
し
て
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
た
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
実
際
に
競
争
個
楕
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
特
定
の
経
済

に
適
周
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
経
済
の
各
経
済
主
体
が
他
の
経
済
主

体
の
特
性
を
知
っ
て
い
る
と
仮
定
し
て
も
問
題
の
意
義
は
失
な
わ

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
経
済
主
体
の
特
性
が
私
的
情
報
で

あ
る
と
い
う
性
質
上
こ
の
解
釈
に
は
困
難
が
伴
な
う
。
ま
た
、
第

二
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
実
際
に
z
鶉
巨
均
衡
に
至
る
調
整
プ
ロ

セ
ス
を
構
成
し
な
け
れ
ぱ
意
味
が
無
く
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
も

の
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
各
経
済
主
体
が
プ
ロ
セ
ス
の
進
行

に
伴
っ
て
他
の
経
済
主
体
の
特
性
に
関
し
て
新
た
な
情
報
を
得
る

等
の
複
雑
な
問
題
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
解
概
念
を
弱
め
て
、

各
経
済
主
体
が
他
の
経
済
主
体
の
特
性
に
関
し
て
完
全
に
無
知
で

あ
り
、
そ
れ
故
、
最
も
悲
観
的
な
予
想
を
す
る
も
の
と
し
て
各
経

済
主
体
が
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
を
と
る
場
合
、
い
か
な
る
配
分
が
実

現
さ
れ
得
る
か
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
、
選
好
関
係
助
は
効
用
関
数
S
一
き
ー
↓
畠
に
よ
っ
て

表
わ
さ
れ
る
も
の
と
し
、
仏
を
単
調
的
（
亀
ら
m
き
も
V
ミ
↓

S
（
s
）
V
S
（
博
）
）
か
つ
擬
凹
か
つ
連
続
な
効
用
関
数
か
ら
な
る
消

費
者
・
丑
の
可
能
な
効
用
関
数
の
集
合
、
s
。
＾
§
を
消
費
者
．
丑
の

真
の
効
用
関
数
と
す
る
。
こ
の
と
き
消
費
者
．
包
の
マ
ク
シ
、
ミ
ン
戦

略
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

定
義

ω
　
s
．
＾
s
は
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
消
費
者
．
也
の
ゲ
ー
ム

Q
l
I
（
（
§
一
S
o
）
＾
1
1
－
一
－
…
一
ぎ
S
）
の
マ
ク
シ
、
ミ
ン
戦
略
。

　
　
　
ぎ
｛
　
　
　
ぎ
｛
　
　
　
s
o
（
黛
）

　
　
q
1
－
＾
虞
1
＾
　
百
＾
＾
o
＾
〔
q
、
一
弓
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v
　
ぎ
｛
　
　
　
旨
｛
　
　
s
o
（
§
）

　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
l
＾
＾
虞
よ
　
百
＾
＾
§
（
q
｝
q
1
＾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
o
『
＜
s
＾
ミ
｝

　
こ
こ
で
q
1
｛
1
1
（
q
ご
：
：
・
・
一
S
－
■
q
パ
十
5
：
：
：
－
S
）
＾
ミ
ー
＾
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（105）　資源配分メカニズムの操作可能性

　
　
　
　
1
ー
ミ
ー
×
…
…
×
ぎ
†
－
×
ミ
‡
－
×
一
：
…
×
§
ヨ

倒
　
q
，
1
1
（
S
。
一
…
…
一
S
。
）
m
§
（
1
1
§
×
…
…
×
ミ
曽
）
は
各

〃
が
ゲ
ー
ム
Q
…
（
（
§
一
S
。
）
亘
…
…
一
ぎ
S
）
の
マ
ク
シ
、
ミ
ン
戦

略
で
あ
る
と
き
ゲ
ー
ム
θ
の
マ
ク
シ
、
ミ
ン
均
衡
で
あ
る
と
一
い
う
。

　
す
な
わ
ち
、
s
、
＾
§
が
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
消
費
者
δ
が
報
告
す
る
い
か
な
る
効
用
関
数
s
＾
§
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也

し
て
も
他
の
消
費
者
の
効
用
関
数
『
と
選
好
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
s
q
－
・
）
の
下
で
φ
に
よ
っ
て
達
成
さ
ポ
る
配
分
が
消
費
者
4

に
と
っ
て
最
も
不
利
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

想
定
し
た
上
で
、
s
．
m
§
を
報
告
す
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　
次
の
定
理
は
競
争
価
楕
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
応
す
る
選
好
歪
曲
ゲ

ー
ム
に
お
け
る
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
の
特
徴
付
け
を
行
な
う
。

定
理
ー

　
ゲ
ー
ム
①
ミ
ー
1
（
（
ミ
掌
S
自
）
†
－
一
…
一
§
ミ
）
に
お
い
て
、
S
．
m
§
｛

が
消
費
者
・
也
の
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
　
⊂
｛
㌘
（
ミ
s
。
）
τ
＾
と
∩
す
㌃
お
一
s
o
（
色
M
s
o
（
§
）
｝

証
明

ω
　
必
要
性

　
あ
る
も
＾
」
と
あ
る
単
m
g
Q
一
s
、
）
に
対
し
て

　
　
s
自
（
単
）
〈
s
o
（
§
）

と
仮
定
す
る
。
こ
の
・
ρ
に
対
し
て
他
の
消
費
者
の
効
用
関
数
を
次

の
よ
う
に
お
く
o

　
　
，

　
　
S
（
ぷ
）
1
－
も
ξ
　
　
㌧
1
ー
ポ
、
一
事
ζ
十
｝

次
に
、
〃
の
単
調
性
か
ら
慧
、
も
§
。
ゆ
え
に
、

　
　
曲
・
工
一
㌢
よ
一
一

こ
こ
で
㌧
1
1
ど
：
：
：
一
ぎ
㌧
十
｛

に
対
し
て

　
　
†
も
昨
一
㌢
よ
・
一

　
　
　
　
㌧
＃
｛

と
お
く
。
こ
の
と
き
明
ら
か
に

　
　
甘
…
（
ぎ
…
…
k
、
一
…
…
一
寧
）
＾
ミ
（
s
．
一
汗
一
）

と
こ
ろ
が
競
争
均
衡
の
個
別
合
理
性
か
ら

　
　
ぎ
｛
　
　
ぎ
｛
　
S
o
（
§
）
1
〉
S
o
（
§
）

　
　
戸
＾
＾
堂
1
＾
　
■
’
＾
曇
（
q
㌔
．
貝
1
＾
）

従
っ
て
、

　
　
ぎ
｛
　
　
　
ぎ
｛
　
S
自
（
§
）
V
　
ぎ
｛
　
　
　
ぎ
｛
　
　
S
o
（
§
）

　
　
q
－
言
ミ
ー
＾
婁
＾
…
（
…
〇
一
q
－
‘
）
　
　
　
　
　
　
q
1
言
虞
－
‘
皇
＾
ミ
（
s
’
q
⊥
）
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一橋論叢 第93巻 第5号（106）

　
　
　
■

よ
っ
て
ψ
が
が
消
費
者
．
包
の
マ
ク
シ
、
ミ
ン
戦
略
で
あ
る
こ
と
に
矛

盾
。②

　
十
分
性

　
他
の
消
費
者
㌧
“
ポ
…
…
三
ζ
十
｛
の
効
用
関
数
を
次
の
よ
う
・

な
も
の
と
す
る
。

　
　
ざ
一
」
、
目
＄
－
－
・
斗
－
j
述

こ
の
と
き
任
意
の
s
＾
§
に
対
し
て

　
　
e
m
ミ
（
S
一
q
1
｛
）

な
ぜ
な
ら
ば
、
消
費
者
．
包
の
初
期
保
有
ψ
を
通
る
効
周
関
数
ψ
に

対
応
す
る
無
差
別
曲
面
の
ψ
に
お
け
る
支
持
超
平
面
の
法
線
ベ
ク

ト
ル
を
正
規
化
し
た
も
の
を
価
格
ペ
ク
ト
ル
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
価

格
の
下
で
ω
は
（
s
q
，
。
）
に
対
す
る
競
争
均
衡
と
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、

　
　
⊂
壷
（
亨
s
、
）
一
享
と
∩
一
§
＾
皇
ミ
（
邑
M
s
自
（
邑
－

で
あ
れ
ぱ

　
　
ま
｛
　
　
ヲ
｛
　
s
目
（
§
）
M
s
o
（
§
）

　
　
貝
－
‘
＾
良
王
　
自
＾
＾
；
（
s
“
竈
パ
巳

　
　
　
‡

よ
っ
て
軌
は
マ
ク
シ
、
ミ
ン
戦
略
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
終

　
次
に
定
理
1
よ
り
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
の
選
好
歪
曲

ゲ
ー
ム
に
お
け
る
マ
ク
シ
ミ
ン
均
衡
の
特
徴
付
け
を
与
え
る
次
の

定
理
が
直
接
導
き
出
せ
る
。

定
理
2

　
　
i
真
乎
山
・
÷
工
曽
一
皇
s
自
ε

　
　
1
V
S
o
（
ε
）
｝
と
お
く
。
こ
の
と
き

白
ミ
（
q
）
一
q
…
（
S
一
…
…
一
S
）
は
ゲ
ー
ム
Q
雫
1
1
（
（
ミ
宇
S
o
）
｛
1
1
ζ

…
…
一
ぎ
ミ
）
の
マ
ク
シ
ミ
ン
均
衡
｝
∩
』
）
（
■
×
…
…
×
“
）

　
す
な
わ
ち
、
競
争
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
各
消
費
者
が
マ
ク

シ
ミ
ン
戦
略
を
と
る
場
合
、
必
ず
個
別
合
理
的
な
配
分
が
達
成
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
レ
ー
ト
最
適
性
は
必
ず
し
も
達
成
さ

れ
な
■
い
。
確
か
に
定
理
1
か
ら
真
の
効
用
関
数
卯
も
ゲ
ー
ム
〆
の

マ
ク
シ
、
・
・
ン
戦
略
と
な
る
か
ら
、
〆
の
マ
ク
シ
、
・
、
ン
均
衡
は
真
の

効
用
関
数
の
下
で
の
競
争
均
衡
を
合
む
。
よ
っ
て
バ
レ
ー
ト
最
適

か
つ
個
別
合
理
的
な
配
分
を
含
む
が
、
そ
れ
以
外
の
配
分
も
多
数

含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
我
々
は
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
の
う
ち
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（107）　資源配分メカニズムの操作可能性

で
真
の
効
用
関
数
の
表
明
が
特
に
望
ま
し
い
性
質
を
持
つ
か
否
か

を
考
え
て
み
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
求
す
る
性
質
と
し
て
次
の
よ

う
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

＾
5
〕

定
義

　
§
＾
⊂
扁
甘
（
ミ
s
）
τ
m
と
に
対
し
て

ミ
一
甘
（
8
，
S
）
“
｛
q
1
，
1
土
§
m
き
（
S
一
q
－
甘
）
｝
と
お
く
。
こ
の
と

き
、
S
，
m
ぎ
は
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
、
ゲ
ー
ム
Q
ミ
ー
1

（
（
§
一
S
。
）
一
1
ー
ポ
…
…
も
一
ミ
）
に
お
け
る
非
後
悔
戦
略
で
あ
る

と
呼
ぷ
。

　
　
s
。
（
寧
）
v
ω
毛
　
　
一
ミ
　
　
　
ω
毛
　
　
s
o
（
§
、
）

　
　
　
　
　
　
貝
二
§
　
阜
ー
ニ
ミ
ー
’
（
皇
一
s
）
　
皇
、
＾
寒
（
q
｝
㌣
‘
）

　
　
　
　
　
δ
『
＜
§
仙
⊂
｛
卯
（
竺
s
、
）
一
お
m
と

　
こ
の
定
義
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

ま
ず
消
費
者
．
o
が
効
用
関
数
吻
を
報
告
し
た
と
す
る
。
そ
う
す
る

と
競
争
均
衡
に
お
い
て
は
そ
の
効
用
関
数
の
下
で
の
オ
フ
ァ
ー
力

ー
ブ
上
の
あ
る
点
§
＾
き
が
消
費
者
・
包
の
配
分
と
し
て
実
現
さ

れ
る
。
そ
こ
で
仮
に
身
＾
事
（
ミ
s
・
）
す
＾
と
が
実
現
さ
れ
た

と
す
る
。
こ
の
と
き
、
吻
を
競
争
均
衡
に
お
け
る
消
費
者
．
丑
へ
の

配
分
と
し
て
実
現
す
る
よ
う
な
他
の
消
費
者
の
可
能
な
効
用
関
数

の
ク
ラ
ス
が
ミ
よ
（
ぶ
一
s
、
）
に
隈
定
さ
れ
る
。
次
に
消
費
者
．
丑

は
他
の
消
費
者
の
効
用
関
数
が
ミ
ー
｝
（
ぎ
s
、
）
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
上
で
他
の
効
用
関
数
鼻
＾
寧
を
報
告
し
た
と
す

る
。
そ
の
際
彼
は
あ
と
他
の
消
費
者
の
効
用
関
数
q
－
一
m
§
よ

（
ぎ
s
。
）
の
も
と
で
の
競
争
均
衡
配
分
が
自
分
に
と
っ
て
最
も

有
利
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
他
の
消
費
者
の

効
用
関
数
が
あ
の
も
と
で
自
分
に
最
も
不
利
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
予
想
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
達
成

さ
れ
る
効
用
水
準
を
吻
と
あ
の
も
と
で
の
保
証
効
用
水
準
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
L

ぷ
こ
と
に
し
、
§
（
s
一
ぶ
）
と
記
す
も
の
と
す
る
。
そ
う
す
る
と

－ぴ
が
非
後
悔
戦
略
で
あ
る
こ
と
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

　
　
S
o
（
§
）
1
V
§
（
評
ぶ
）
｛
o
『
＜
ぶ
＾
⊂
事
（
官
S
、
）
一
お
m
と

す
な
わ
ち
、
〃
が
非
後
悔
戦
略
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
の
も
と
で

競
争
均
衡
と
↓
て
達
成
可
能
な
い
か
な
る
配
分
を
も
っ
て
き
て
も
、

そ
の
配
分
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
用
水
準
が
そ
の
配
分
と
消
費
者

・
也
の
可
能
な
効
用
関
数
の
ク
ラ
ス
仏
に
属
す
る
他
の
い
か
な
る
効

用
関
数
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
保
証
効
用
水
準
よ
り
も
低
く
な
い
こ

と
を
表
わ
す
。
我
々
は
次
に
真
の
効
用
関
数
び
が
ゲ
ー
ム
〆
に
お

け
る
非
後
悔
戦
略
と
な
る
こ
と
を
示
す
。
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一橘諭叢 第93巻 第5号（108）

定
理
3

　
S
o
＾
ミ
｝
は
ゲ
ー
ム
Q
ミ
ー
－
（
（
ミ
掌
S
自
）
＾
1
1
ど
…
…
一
ぎ
ミ
）
に

お
け
る
非
後
悔
戦
略
。

証
明

　
き
目
＾
⊂
示
（
事
s
o
）
す
＾
と
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
あ
る
“
＾
」

に
対
し
て

　
　
ぎ
o
＾
卯
（
寧
s
目
）
。

　
　
L

　
各
S
＾
ぎ
ζ
“
｛
一
…
…
三
ζ
斗
｛
を
次
の
よ
う
に
お
く
。

　
　
■

　
　
S
（
3
）
1
ー
も
占

そ
う
す
る
と
定
理
1
の
必
要
性
に
お
け
る
証
明
と
全
く
同
様
に
し

て
、

　
　
ぶ
o
＾
き
（
S
〇
一
q
1
＾
）
。

よ
っ
て
、
q
l
、
ミ
よ
（
晃
一
S
o
ポ
さ
ら
に
任
意
の
S
＾
§
と

任
意
の
§
m
き
（
s
q
1
叫
）
に
対
し
て
、

　
　
も
阜
帆
も
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

な
ぜ
な
ら
ぱ
、
白
1
1
（
ξ
…
…
一
享
）
血
ミ
（
S
一
R
｛
）
と
す
る
と
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
昌

成
可
能
性
の
条
件
か
ら
】
臼
杁
】
S
δ
よ
っ
て
膏
甘
V
も
ξ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
－
　
　
　
｛
1
－
－

す
る
と
、
あ
る
㌧
斗
｝
に
対
し
て
も
ぶ
く
も
§
言
従
っ
て
、
s
（
ξ
）

〈
S
（
ξ
）
。
と
な
り
、
競
争
均
衡
の
個
別
合
理
性
に
矛
盾
。

　
と
こ
ろ
で
、
晃
m
㌘
（
竺
s
o
）
で
あ
る
か
ら
任
意
の
き
＾
｛
§

＾
お
一
も
セ
帆
も
§
－
に
対
し
て

　
　
S
o
（
ぶ
o
）
1
V
S
百
（
套
）

よ
っ
て
、
…
よ
り

　
　
s
o
（
ぶ
o
）
v
豊
勺
　
　
ω
毛
　
　
s
目
（
ぶ
）

　
　
　
　
　
　
s
＾
噌
‘
　
時
＾
＾
ミ
〔
阜
｝
㌣
＾
）

従
っ
て
、

　
　
s
o
（
§
）
M
豊
o
　
－
邑
　
　
豊
勺
　
s
o
（
臼
｝
）

　
　
　
　
　
貝
‘
＾
嘗
‘
　
q
‘
＾
ミ
．
‘
　
o
‘
＾
自
“
〔
q
－
o
「
＾
）

こ
こ
で
0
賜
は
⊂
蚕
（
享
S
o
）
一
お
＾
と
の
任
意
の
点
で
あ
っ
た
か

ら
定
理
は
証
明
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
終

　
こ
の
定
理
よ
り
真
の
選
好
表
明
が
非
後
悔
戦
略
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
一
意
的
な
非
後
悔
戦
略
で
あ
る
保

証
は
な
い
。
以
下
で
我
々
は
二
人
二
財
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
エ
ヅ

ジ
ワ
ー
ス
ボ
ヅ
ク
ス
に
よ
っ
て
簡
単
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　
ま
ず
図
1
よ
り
、
対
応
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
が
真
の
S
o
＾

§
に
対
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
の
内
側
に
入
る
よ
う
な
S
＾
§

は
非
後
悔
戦
略
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
満
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た
す
S
州
§
に
対
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
上
の
任
意
の
点
B
を

と
る
と
そ
の
点
を
通
る
s
o
＾
§
に
対
応
す
る
無
差
別
曲
線
と

オ
フ
ァ
ー
カ
ー
ブ
と
予
算
線
の
関
係
は
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

で
、
例
え
ば
点
B
の
下
側
か
ら
そ
の
点
を
通
る
軌
の
無
差
別
曲
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

に
交
わ
る
よ
う
な
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
を
も
の
選
好
帆
を
表
明
し
た

と
す
る
。
そ
の
と
き
、
消
費
者
2
が
対
応
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ

が
折
れ
纏
A
B
C
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
な
∫
、
＾
§
を
表
明
し

た
と
す
る
と
、
（
S
一
S
）
に
対
応
す
る
消
費
者
1
に
対
す
る
競
争

均
衡
配
分
は
、
吻
で
S
。
（
臼
）
1
V
S
。
（
ξ
、
）
同
様
に
、
オ
フ
ァ
ー
力

　
　
　
　
　
　
　
　
o

ー
ブ
が
点
B
の
上
側
で
帆
に
対
す
る
無
差
別
曲
線
に
交
わ
る
よ
う

な
S
、
、
＾
§
を
報
告
し
た
と
し
て
も
、
消
費
者
2
が
S
，
m
§

を
表
明
す
れ
ぱ
（
S
、
、
一
S
）
に
対
応
す
る
消
費
者
1
の
競
争
均
衡

（109）　資源配分メカニズムの操作可能性
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一橋論叢 第93巻 第5号（110）

配
分
は
、
吻
と
な
り
、
S
目
（
§
）
1
V
S
o
（
§
、
、
）
。

　
次
に
、
図
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
応
す
る
オ
7
ア
ー
力
1

　
　
○

ブ
が
帆
に
対
す
る
オ
フ
ァ
ー
ヵ
ー
ブ
の
外
側
に
出
る
部
分
を
持
っ

よ
う
な
s
m
ぎ
の
表
明
は
非
後
悔
戦
略
と
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ぱ
S
。
＾
§
の
擬
凹
性
か
ら
予
算
線
A
D
上
に
S
θ
（
ぎ
）

〉
s
o
（
き
）
で
あ
る
よ
う
な
配
分
あ
が
存
在
す
る
。
二
の
と
き
、

消
費
者
が
対
応
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
が
折
れ
線
A
B
C
に
な
る

よ
う
な
S
，
m
ぎ
を
表
明
す
れ
ぱ
、
，
消
費
者
2
が
ミ
ー
・
（
き
一
S
、
）

に
属
す
る
い
か
な
る
効
用
関
数
を
表
明
し
て
も

　
　
　
蜆
目
勺
　
　
q
㌔
（
き
、
）
1
V
q
㌔
（
ダ
）
V
q
㌔
（
身
）

　
　
｝
、
＾
ミ
一
（
q
－
“
q
”
）

ゆ
え
に
、
§
耐
⊂
｛
州
（
ミ
s
自
）
マ
＾
と
に
対
し
て
、

　
　
　
巨
｛
　
　
　
㎝
毛
　
　
s
o
（
き
、
）
〉
s
o
（
虐
）

　
　
目
…
＾
寅
工
（
由
－
）
　
皇
＾
ミ
只
q
－
“
阜
｝
）

と
な
る
。

　
以
上
か
ら
、
二
人
二
財
の
純
粋
交
換
経
済
に
お
い
て
は
・
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

ら
の
消
費
者
も
非
後
悔
戦
略
を
用
い
る
と
き
、
9
彗
一
．
望
o
；
彗
⑫

に
よ
る
z
蕩
巨
均
衡
の
特
徴
付
け
と
同
様
に
、
二
人
の
真
の
効

用
関
数
に
対
応
す
る
オ
フ
ァ
ー
力
ー
ブ
に
囲
ま
れ
た
範
囲
内
に
競

争
均
衡
配
分
が
実
現
さ
れ
る
。

三
　
公
共
財
経
済
に
お
け
る
公
平
な
配
分
の
達
成
可
能
性

　
次
に
我
カ
は
私
的
財
が
一
個
で
公
共
財
が
L
個
の
経
済
に
お
い

て
、
公
平
な
配
分
、
す
な
わ
ち
バ
レ
ー
ト
最
適
か
つ
衡
平
な
配
分

を
目
的
と
す
る
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対

応
す
る
選
好
歪
曲
ゲ
ー
ム
の
均
衡
に
お
い
て
実
際
に
公
平
な
配
分

が
達
成
さ
れ
る
か
否
か
を
考
察
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
、

　
　
　
　
　
　
〕

O
『
o
彗
、
■
ら
o
巨
O
に
よ
っ
七
バ
レ
ー
ト
最
適
で
か
つ
真
の
選
好

表
明
が
ド
ミ
ナ
ン
ト
均
衡
と
な
る
よ
う
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
存

在
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
我
々
は
再
ぴ
オ
竃
巨

均
衡
の
概
念
に
も
ど
っ
て
分
析
を
展
開
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
生
産
可
能
性
集
合
z
が
凸
か
つ
単
調
増
加
的
か
つ

連
続
微
分
可
能
な
関
数
9
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

　
　
＼
1
－
ξ
も
＾
ド
X
声
ト
す
ま
（
輿
）
1
〈
〇
一

　
な
お
以
下
、
α
で
私
的
財
、
μ
で
公
共
財
を
示
す
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
、
き
1
1
畠
×
民
。
ト
と
し
、
消
費
者
・
丑
の
効
用
関
数
は
次
の

　
　
　
　
　
r

よ
う
な
ク
ラ
ス
％
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
－

　
　
ぎ
。
1
－
｛
S
亀
×
氏
十
ト
↓
里
S
（
葛
ミ
）
1
－
S
（
博
）
十
自
㌧
昌

　
　
　
＜
（
臼
ら
）
m
お
×
亀
㌔
一
s
再
貝
寓
欝
薄
ヰ
■
謡
苧
o
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（111）　資源配分メカニズムの操作可能性

　
　
　
①
s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
－
〉
o
－
㌧
1
－
ポ
…
・
：
－
卜
d
針
か
射
十
　
＆
】
卯
亀
ク
θ

　
　
　
　
ぎ

　
　
　
麗
蝉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

す
な
わ
ち
、
公
共
財
に
対
す
る
需
要
に
は
所
得
効
果
は
な
い
も
の

と
す
る
。
こ
の
仮
定
は
9
0
彗
－
■
鵯
夢
算
ω
等
に
よ
。
て
、
真
の

選
好
表
明
が
ド
、
・
・
メ
ン
ト
均
衡
と
な
る
よ
う
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
設
計
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
仮
定
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
特

殊
な
仮
定
で
は
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
仮
定
の
も
と
に
議

論
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

　
各
消
費
者
、
包
は
私
的
財
の
み
を
初
期
に
§
V
o
だ
け
保
有
し

て
い
る
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
■
、

　
配
分
の
公
平
性
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
な
お
、
配
分
は

吻
を
消
費
者
．
丑
へ
の
私
的
財
の
配
分
、
砂
を
公
共
財
の
生
産
量
と

し
て
（
ξ
…
…
・
享
ら
）
と
表
わ
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

定
義

　
配
分
（
ぎ
…
…
も
§
蟹
）
は
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
、
q
l
I

（
S
一
…
…
一
5
）
m
§
『
1
1
§
『
X
…
…
×
ミ
㍉
に
対
し
て
公
平
で

あ
る
と
い
う
。

ω
　
（
ざ
…
…
一
享
ら
）
は
σ
に
対
し
て
バ
レ
ー
ト
最
適
、

②
　
s
（
ξ
倶
）
M
s
（
ぎ
博
）
ぎ
『
く
“
㌧
ζ
朴
｛
以
下
、

対
し
て
公
平
な
配
分
の
集
合
を
、
（
q
）
と
書
く
。

q
＾
§

‘こ

　
こ
こ
で
、
②
は
｝
〇
一
｛
ω
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
配
分
の
衡
平

性
を
表
わ
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
考
え
て
い
る
経
済
は
私
的
財
が
1
個
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
②
の
条
件
は
私
的
財
の
均
等
配
分
に
単
純
化
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
平
な
配
分
は
次
の
補
題
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
。

＾
6
〕

補
題
　
　
　
　
　
　
　
・
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
配
分
（
身
．
一
・
…
…
一
寧
．
ら
．
）
は
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
、

そ
し
て
そ
の
と
き
に
の
み
q
＾
§
に
対
し
て
公
平
。

　
　
　
　
目

ω
　
．
砂
は
一
】
s
（
博
）
1
q
（
史
）
を
最
大
化

　
　
　
　
＾
1
1
－

〕2工
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

亀
－
　
“
、
：
…
H
賞
曽

茗
M
H
§
－
蛯
（
博
．
）

｛
一
－

こ
こ
で
…
は
吻
と
砂
の
微
分
可
能
性
か
ら
ボ
ー
エ
ン
H
サ
ミ
ュ
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一橘論叢 第93巻 第5号（112）

エ
ル
ソ
ン
条
件
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l
 r 
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一
に
対
応
し
、
ω
は
私
的
財
の
利
用
に
無
駄
が
生
じ
な
い
こ
と
と
、

私
的
財
の
均
衡
配
分
を
意
味
す
る
。

　
次
に
、
公
平
な
配
分
を
与
え
る
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
定
義
す
る
。

定
義

　
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
、
§
『
－
1
亀
目
×
亀
十
■

は
任
意
の
q
＾
ミ
に
対
し
て
決
S
∩
貝
S
で
あ
る
と
き
公

平
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
。

　
な
お
以
下
、
（
ξ
・
…
…
も
§
倶
）
m
六
q
）
で
あ
る
と
き
、
（
ぎ

僅
）
＾
■
（
q
）
と
お
く
。
す
な
わ
ち
、
工
を
∫
の
第
．
孔
座
標
と
第
肌

十
－
座
標
へ
の
射
影
と
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
公
平
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
望
豊
昌
膏
葭
．
ω
算
o
1
O
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

存
の
い
く
つ
か
の
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
公
平
な
配
分
が
達

成
さ
れ
な
い
経
済
の
例
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
公

平
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
議
論
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
記
号
を
定
義
す
る
。

．
工
一
邑
鼻
、
、
、
丁
呈
一
予
㌢
一

　
　
ミ
。
1
－
｛
（
亀
ら
）
＾
亀
。
、
十
、
一
（
亀
ら
）
は
（
き
廻
）
＾
Q
の
下
で
S
、

　
　
　
（
s
ら
）
を
最
大
化
。
－

　
我
々
は
次
の
定
理
に
お
い
て
、
公
平
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
∫
に

対
応
す
る
選
好
歪
曲
ゲ
ー
ム
更
1
1
（
（
§
、
一
S
自
）
＾
1
1
戸
…
…
三
ζ
）

に
お
け
る
z
鶴
す
均
衡
に
お
い
て
実
際
に
公
平
な
配
分
を
達
成

で
き
る
よ
う
な
真
の
効
用
関
数
〃
の
特
徴
付
け
を
与
え
る
。

定
理
4

　
ゲ
ー
ム
ぴ
に
お
い
て

ω
ミ
n
ミ
、
）
・
…
・
・
）
ミ
十
息
の
と
き
、
任
意
の
配
分
（
§
。
一

…
…
も
昌
。
ら
。
）
＾
＼
（
、
）
に
対
し
て
（
q
自
一
（
き
。
一
…
…
一
享
目
ら
由
）
は

ξ
白
均
衡

ω
ミ
”
息
の
と
き
（
喜
。
一
…
…
一
享
。
一
嘆
目
）
＾
、
（
q
。
）
は
老
鍔
巨
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（113）　資源配分メカニズムの操作可能性

均
衡
と
し
て
達
成
さ
れ
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
（
s
（
曽
㌔
一
…
…
一

享
。
ら
o
）
）
が
ぴ
の
之
鶉
ヶ
均
衡
と
な
る
よ
う
な
q
＾
ミ
、
は
存

在
し
な
い
。

証
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ω
の
証
明

　
ミ
十
息
の
と
き
、
明
ら
か
な
よ
う
に
、

　
　
ト
（
s
）
∩
き
（
q
o
）
∩
ミ
∩
ミ
“

よ
っ
て
、
（
套
。
ら
。
）
m
ト
（
s
）
は
制
約
o
の
下
で
び
を
最
大
化
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
補
題
の
②
よ
り
、
佳
意
の
s
＾
§
『
に
対

し
て

　
　
s
（
s
一
Q
ド
㌔
）
＾
Q

従
っ
て
、
任
意
の
s
＾
ミ
と
任
意
の
（
ぎ
博
）
＾
、
（
s
一
q
l
＾
。
）

に
対
し
て
、

　
　
s
自
（
簑
㌔
く
）
M
s
。
（
臼
ミ
）

す
な
わ
ち
、
（
q
目
一
（
§
。
一
…
…
一
享
。
ら
自
）
）
は
ぴ
の
2
男
｝
均
衡
。

ω
の
証
明

　
（
き
。
一
…
…
一
享
。
ら
O
）
＾
、
（
q
、
）
と
す
る
。
次
に
任
意
に
q
＾
§
、

を
と
り
、
（
只
（
3
目
一
…
一
享
。
ら
。
）
）
が
ぴ
の
2
閏
旨
均
衡
に
な
ら

な
い
こ
と
を
示
す
。

　
ま
ず
、
ミ
＊
息
で
あ
る
こ
と
と
き
1
1
…
…
1
ー
ぷ
よ
り
、
あ
る

〆
に
対
し
て

　
　
（
ぶ
o
．
ら
o
）
介
旨
．

次
に
、
｛
…
一
、
る
に
対
し
て
S
（
s
ら
）
1
i
3
（
博
）
十
自
と
お
く
。

さ
ら
に
e
迂
1
1
①
ミ
δ
§
S
l
I
ぎ
δ
S
と
お
き
、
、
（
博
）
1
1
S
（
博
）
1

】
王
、
～
（
噂
）
と
お
く
と
補
題
と
仮
定
か
ら
、
任
意
の
㌧
1
1
H
一
…
…
一

ト
に
対
し
て

　
　
、
（
噌
。
）
w
s
。
只
㌔
）
〉
o

　
仮
定
か
ら
〆
は
連
続
関
数
で
あ
る
か
ら
、
0
砂
の
あ
る
近
傍
ミ

（
博
。
）
が
存
在
し
て
、
任
意
の
烹
≧
（
健
。
）
と
任
意
の
㌧
“
ポ
…
：
“

§
に
対
し
て
、
（
博
）
V
o
と
な
る
。

　
S
、
。
（
も
ら
）
1
ー
ミ
自
（
博
）
十
萬
と
お
く
と
き
、
〆
の
凹
性
と
型
の
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

性
か
ら
、
（
ぷ
、
o
ら
自
）
＾
亀
．
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
　
　
　
　
　
、

　
　
S
，
o
（
鼻
も
）
V
S
。
（
喜
o
讐
一
㌔
）

で
あ
る
よ
う
な
（
車
“
）
＾
（
亀
。
×
ミ
（
㌔
）
）
）
Q
が
存
在
す
る
。

次
に
関
数
炉
を

　
　
　
　
　
　
■

　
　
単
。
（
倶
）
1
I
M
H
、
（
も
）
（
S
＋
－
）
一
〇
〇
司
（
S
＋
－
）

　
　
　
　
　
』
1
－

と
定
義
し
、
s
、
（
自
ら
）
…
専
、
（
螢
）
十
臼
と
お
く
。
そ
う
す
る
と
、

パ
は
厳
密
に
凹
で
か
つ

　
　
享
．
×
“
）
1
1
“
（
も
）
　
　
㌧
1
1
－
、
：
：
一
－
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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す
な
わ
ち
、
㌧
…
ど
…
…
も
に
対
し
て

　
　
】
逗
。
d
註
（
も
）
十
寧
、
“
（
も
）
1
S
（
魁
）
1
l
o

よ
っ
て
、
哲
は
呉
博
）
1
－
】
壬
、
専
、
（
畦
）
1
Q
（
喧
）
を
最
大
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
η
は
厳
密
に
凹
で
あ
る
か
ら
哲
は
s
（
僅
）
を
最
大

化
す
る
一
意
的
な
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
均
等
な
私
的
財
の
配
分
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
§
l
q
（
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
－

公
共
財
の
生
産
水
準
θ
か
ら
、
§
1
1
　
　
　
　
　
㌧
1
1
一
1
…
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

に
一
意
的
に
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て

　
　
き
（
鼻
“
q
1
、
）
1
1
（
ぎ
魁
）

こ
れ
よ
り
、
（
専
ζ
）
m
s
（
s
。
一
q
l
｛
。
）
に
対
し
て

　
　
s
、
自
（
ぎ
他
）
〈
s
廿
。
（
ぶ
、
。
ら
百
）

従
っ
て
、
（
9
（
き
自
一
…
…
も
ヨ
。
ら
。
）
）
は
2
閏
蜆
｝
均
衡
で
は
あ
り

得
な
い
。
こ
こ
で
q
＾
ミ
、
は
任
意
で
あ
っ
た
か
ら
定
理
は
証
明

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
終

す
る
公
平
な
配
分
は
選
好
歪
曲
ゲ
ー
ム
ぴ
の
オ
窒
｝
均
衡
と
し

て
達
成
さ
れ
る
が
、
ω
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
一
致
が
存
在
し
な
い

と
き
に
は
、
真
の
選
好
に
対
す
る
い
か
な
る
公
平
な
配
分
も
選
好

歪
曲
ゲ
ー
ム
ぴ
の
之
顯
昌
均
衡
と
し
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

従
っ
て
、
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
る
時
点
で
の
完
全
情
報
を
仮
定
す

る
限
り
、
公
平
な
配
分
は
い
か
な
る
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
っ
て

し
て
も
消
費
者
の
操
作
に
よ
っ
て
極
め
て
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
し
か

実
際
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
定
理
に
お
い
て
、
私
的
財
の
均
等
配
分
の
条
件
を
等

費
用
分
担
の
条
件
、
s
「
§
1
1
…
…
1
1
ぎ
1
ξ
に
よ
っ
て
置
き

換
え
て
も
同
様
の
結
果
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
〃
は

　
　
き
、
1
1
｛
（
s
ら
）
＾
阜
十
」
（
自
ら
）
は
条
件
さ
（
臼
1
§
）
十
唱
（
陣
）
1
1
o

　
　
　
の
下
で
s
。
（
葛
十
§
ら
）
を
最
大
化
。
｝

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
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こ
の
定
理
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ω
よ
り
、
す
ぺ
て
の
消
費
者
が
私
的
財
が
均
等
に
配

分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
望
ま
し
い
と
考
え
る
公

共
財
の
数
量
に
お
い
て
一
致
が
見
ら
れ
る
と
き
、
真
の
選
好
に
対

　
以
上
、
我
々
は
純
粋
交
換
経
済
に
お
け
る
競
争
価
楕
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
公
共
財
経
済
に
お
け
る
公
平
な
配
分
を
目
的
と
し
た
配
分
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
、
各
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消
費
者
が
戦
略
的
選
好
表
明
を
行
な
ウ
た
場
合
、
い
か
な
る
配
分

が
実
現
さ
れ
る
の
か
を
分
析
し
て
き
た
。
ま
ず
、
競
争
価
格
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
9
彗
一
－
望
o
…
彗
口
り
の
オ
豊
＝
均
衡
に
関
す

る
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
マ
ク
シ
ミ
ン
戦
略
の
特
徴
付
け
を
行
な
い
。

さ
ら
に
非
後
悔
戦
略
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
真
の
選
好
表
明
は

こ
れ
ら
の
性
質
を
も
つ
が
、
他
に
も
こ
れ
ら
の
性
質
を
も
つ
選
好

は
多
数
存
在
し
、
各
消
費
者
が
こ
れ
ら
の
性
質
を
も
つ
戦
略
を
と

る
隈
り
に
お
い
て
は
非
効
率
的
な
配
分
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
今
後
、
競
争
価
樒
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
真
の
選
好
表
明

が
さ
ら
に
強
い
性
質
を
も
つ
か
否
か
を
研
究
し
、
も
し
持
ち
得
な

い
な
ら
ぱ
、
効
率
的
な
配
分
を
実
際
に
達
成
で
き
る
よ
う
な
代
替

的
な
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
公
共
財
経
済
に
お
い
て
公
平
な
配
分
を
目
的
と
す
る
配

分
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
そ
の
下
で
の
選
好
歪
曲
ゲ
ー
ム
の

乞
富
す
均
衡
に
お
い
て
実
際
に
公
平
な
配
分
が
実
現
さ
れ
る
た
め

の
必
要
十
分
条
件
を
私
的
財
が
一
つ
で
効
用
関
数
が
加
法
分
離
的

で
公
。
共
財
の
需
要
に
所
得
効
果
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合

に
つ
い
て
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
各
消
費
者
の
真
の
選
好
が
公
共

財
の
生
産
量
に
関
し
て
同
意
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
き
、

そ
し
て
そ
の
と
き
に
の
み
、
2
鶉
＝
均
衡
に
お
い
て
公
平
な
配
分

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
緒
果
を
私
的
財
も
多
数
個

存
在
し
、
効
用
関
数
が
よ
り
一
般
的
な
場
合
に
拡
張
す
る
の
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
均
衡
概
念
を
用
い
た
場
合
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
　
我
々
は
こ
こ
で
真
の
選
好
表
明
が
Z
鶴
庁
均
衡
と
な
る
こ
と
を

　
要
求
し
な
い
。

（
2
）
　
ミ
（
射
）
に
属
す
る
酊
分
を
勾
＾
亀
の
下
で
の
競
争
均
衡
配
分

　
と
呼
ぷ
。

（
3
）
　
■
與
日
o
鼻
－
冬
冨
雪
目
ω
参
照
。

（
4
）
　
こ
こ
で
、
⊂
｛
州
｛
（
も
一
S
）
一
も
＾
」
－
“
⊂
、
＾
』
州
＾
（
博
一
S
）
。

（
5
）
　
こ
の
定
義
の
基
本
的
な
考
え
方
は
尾
凹
罫
㌻
昌
簑
ω
に
よ
る
。

（
6
）
　
以
下
、
私
的
財
の
初
期
保
有
量
は
最
適
な
公
共
財
生
産
量
に
比

　
ぺ
て
十
分
に
多
い
も
の
と
仮
定
し
、
M
ド
一
ミ
（
哩
）
1
唱
（
噌
）
の
最
犬
値

　
は
費
源
制
約
但
（
博
）
〈
】
r
§
の
内
点
で
常
に
達
成
さ
れ
る
も
の

　
と
す
る
。
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